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援

●
福
祉
戦
士「
ア
ワ
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ロ
ン
」活
躍

絵
「
天
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８
月
下
旬
の
午
後
、
母
の
裕

子
さ
ん
か
ら
自
宅
２
階
の
日
向

さ
ん
の
部
屋
に
案
内
さ
れ
た
。

蒸
し
暑
い
中
で
扇
風
機
も
付

け
ず
、
机
に
向
か
っ
て
数
式
を

書
き
続
け
て
い
た
日
向
さ
ん
。

長
さ
４
㌢
ほ
ど
の
短
く
な
っ
た

鉛
筆
を
、
親
指
と
人
差
し
指
で

は
さ
ん
で
器
用
に
動
か
し
続
け

る
。手

を
休
め
、
口
元
を
緩
め
て

迎
え
て
く
れ

た
。
優
し
い
ま

な
ざ
し
が
印
象

的
だ
っ
た
。

「
数
式
を
書

い
て
い
る
と
こ

ろ
の
写
真
を
撮
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。
お
母
さ
ん
と
一
緒
の
写
真

も
」。
そ
ん
な
求
め
に
、
こ
く
り

と
う
な
ず
い
て
く
れ
た
。

な
ぜ
、
４
㌢
ほ
ど
ま
で
短
く

な
っ
た
鉛
筆
を
使
い
続
け
る
の

か
―
。日
向
さ
ん
の
答
え
は「
ま

だ
書
け
る
か
ら
」。

そ
ん
な
日
向
さ
ん
の
記
録
の

１
つ
と
し
て
、
裕
子
さ
ん
は
長

さ
１
㌢
を
切
る
ま
で
使
い
続

け
、
爪
先
ほ
ど
に
な
っ
た
鉛
筆

を
大
切
に
取
っ
て
い
る
。

◆　
　
　

◆

日
向
さ
ん
は
、
母
親
の
裕
子

さ
ん
、
２
歳
下
の
大
学
生
の
弟

の
３
人
暮
ら
し
。

日
向
さ
ん
が
な
ぜ
、
数
式
と

数
学
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
か
。自
分
か
ら
話
さ
な
い
。

裕
子
さ
ん
も
分
か
ら
な
い
。

「
数
式
を
書
き
込
ん
で
い
る

時
間
、
数
学
の
本
を
読
ん
で
い

る
時
間
、
ぼ
ー
っ
と
し
て
考
え

て
い
る
時
間
も
含
め
る
と
、
１

日
10
時
間
以
上
は
部
屋
で
数
式

と
数
学
の
世
界
を
楽
し
ん
で
い

る
よ
う
で
す
」

外
出
は
あ
ま
り
し
な
い
。
た

だ
、
東
京
大
学
数
学
科
出
身
の

元
数
学
教
員
、
黒
岩
秩
子
さ
ん

と
の
数
学
談
義
が
楽
し
み
な
よ

う
で
、
月
に
１
度
、
１
人
で
黒

岩
さ
ん
の
住
む
南
魚
沼
市
浦
佐

へ
出
掛
け
る
。

黒
岩
さ
ん
は
以
前
か
ら
「
日

向
さ
ん
の
数
式
は
難
し
く
て
、

私
に
も
分
か
ら
な
い
の
よ
」
と

話
す
。
そ
れ
で
も
、
日
向
さ
ん

は
黒
岩
さ
ん
を
訪
ね
る
の
が
楽

し
み
と
い
う
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
や
長
袖
シ
ャ
ツ
、
布
製
バ
ッ
グ
な
ど
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
ボ
ー
ダ
ー
柄
、
の
よ
う
な
ラ

イ
ン
。
よ
く
見
る
と
、
細
か
く
て
複
雑
な
数
式
だ
。
こ
の
数
式
を
書
い
て
い
る
の
が
20
代
前
半
の
馬

場
日
向
さ
ん
＝
長
岡
市
＝
。
自
宅
で
机
に
向
か
い
、数
式
を
書
く
日
々
を
送
る
。
こ
れ
ら
の
数
式
が
、

あ
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
目
に
留
ま
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
商
品
化
さ
れ
た
。「
Ａア

ー

テ

ィ

ス

ト

ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ

Ｈヒ

ュ

ウ

ガ

ｙ
ｕ
ｇ
ａ
」
の
名
前
で
活
動
を
始
め
て
３
年
目
。
県
内
で
展
示
販
売
を
積
み
重
ね
る
う
ち
、
今
は

熱
心
な
フ
ァ
ン
も
い
る
。
不
思
議
な
魅
力
を
放
つ
数
式
デ
ザ
イ
ン
に
触
れ
て
み
た
。

斬新 ユニーク 数式アート斬新 ユニーク 数式アート

細
か
な
文
字
列
不
思
議
な
魅
力

シ
ャ
ツ
 な
ど

布
製
品
彩
る

日向さんが描いた数式を模様にしたシャツ

巻頭
特集
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◆　
　
　

◆

　

日
向
さ
ん
は
幼
少
期
か
ら
こ

だ
わ
り
が
強
く
、
変
化
を
受
け

入
れ
る
の
が
苦
手
だ
っ
た
。
そ

の
一
方
で
、
独
創
的
な
も
の
作

り
や
自
然
の
中
で
の
遊
び
が
大

好
き
で
感
性
も
豊
か
。
好
き
な

こ
と
へ
の
集
中
力
は
並
外
れ
て

い
た
。
そ
ん
な
日
向
さ
ん
に

と
っ
て
保
育
園
や
学
校
は
心
安

ら
ぐ
場
に
な
ら
な
か
っ
た
。
行

き
渋
り
が
続
き
、
笑
顔
が
消
え

て
い
っ
た
。

　

小
学
４
年
の
時
、
広
汎
性
発

達
障
害
の
診
断
を
受
け
る
。
小

学
５
年
の
冬
か
ら
中
学
３
年
間

は
完
全
不
登
校
を
選
択
。
中
学

か
ら
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
利
用

し
な
が
ら
通
信
制
高
校
へ
。

　

裕
子
さ
ん
は
「
日
向
ら
し
さ

を
失
わ
ず
、
日
向
が
幸
せ
で
あ

る
た
め
に
強
い
覚
悟
で
不
登
校

を
選
択
し
ま
し
た
」
と
語
る
。

　

そ
れ
で
も
中
学
校
の
担
任
を

は
じ
め
、
日
向
さ
ん
を
理
解
し

受
け
入
れ
て
く
れ
る
大
人
に
恵

ま
れ
、
少
し
ず
つ
自
分
ら
し
さ

を
取
り
戻
し
て
い
っ
た
。

　

通
信
制
高
校
３
年
の
こ
ろ
、

日
向
さ
ん
の
部
屋
で
裕
子
さ
ん

が
目
に
し
た
の
は
１
枚
の
プ
リ

ン
ト
の
裏
紙
だ
っ
た
。
数
式
が

小
さ
な
文
字
で
び
っ
し
り
。

　
「
な
ん
て
美
し
い
の
」

　

そ
う
つ
ぶ
や
い
た
裕
子
さ
ん

は
こ
っ
そ
り
、
ス
マ
ホ
で
撮
影

し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
上
げ
た
。

　

こ
れ
が
２
０
２
１
年
４
月
か

ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な
数
式
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
「
Ａ
ｒ
ｔ
ｉ
ｓ
ｔ　

Ｈ
ｙ
ｕ
ｇ
ａ
」
と
し
て
活
動
す

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　

東
京
で
活
躍
し
て
、
現
在
は

柏
崎
市
に
住
む
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

デ
ザ
イ
ナ
ー
、
小
川
結ゆ

布う

好こ

さ

ん
と
の
縁
が
で
き
た
の
だ
。

　

小
川
さ
ん
は
「
数
式
の
美
し

さ
や
繊
細
さ
を
大
勢
に
伝
え
る

た
め
、
ア
パ
レ
ル
に
し
た
い
と

思
っ
た
」
と
、
そ
れ
ら
を
使
っ

た
テ
キ
ス
タ
イ
ル
（
ア
パ
レ
ル

関
連
の
布
）
を
制
作
。
そ
こ
か

ら
長
袖
シ
ャ
ツ
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
な

ど
を
商
品
化
し
た
。

　

遠
目
に
は
細
か
な
模
様
に
し

か
見
え
な
い
。
近
づ
く
と
√
や

（　

）、
三
角
形
と
補
助
線
、
Ｘ
、

Ｙ
、
Ｚ
な
ど
、
数
式
だ
と
分
か

る
。
素
人
目
に
は
何
を
意
味
し

て
い
る
の
か
、
分
か
ら
な
い
。

分
か
ら
な
い
か
ら
、
洋
服
の
模

様
の
数
式
が
不
思
議
な
味
わ
い

に
見
え
て
く
る
―
。

　

高
校
卒
業
時
を
裕
子
さ
ん
が

振
り
返
る
。「
日
向
が
日
向
ら

し
く
い
ら
れ
る
進
路
が
な
か
っ

た
た
め
、
覚
悟
を
持
っ
て
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
道
を
選
ん
だ
」

 

（
↖
４
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

日
向
さ
ん
と
母
の
裕
子
さ
ん

数式デザインのシャツと布バッグ

サイフやシャツ

好きなこと没頭の性格
難 解 数 式 は 独 学 か

数
式
び
っ
し
り
、母「
美
し
い
」

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
反
響
、商
品
化
へ
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　新潟県社会福祉協議会は機関誌として「福祉にいがた」を毎月
発行しています。年12回のうち、８月と12月、３月は長寿社会
振興を目指す総合情報誌「オアシス21」と「福祉にいがた」との
合併号となっています。
　発行部数は「福祉にいがた」が１万２千部、「オアシス21」「福
祉にいがた」合併号が１万７千部です。
　これら機関誌は県内の市区町村社会福祉協議会をはじめ、小
学校から大学までの教育機関、保育園、図書館、公民館などに
送られ、多くの県民の皆様からご覧いただいています。

社会福祉法人新潟県社会福祉協議会機関誌広告基本料金表
区分 大きさ 掲載料 カラー

全ページ（裏表紙） 縦25.5㎝×横17㎝ 14万円 18万円（20万円）
半ページ 縦12.5㎝×横17㎝ 7.5万円 10万円（12万円）
２　　段 縦10㎝×横17㎝ ６万円 ８万円
１　　段 縦５㎝×横17㎝ ３万円 ４万円

機関誌「福祉にいがた」と「オアシス21　福祉にいがた」合併号　広告募集機関誌「福祉にいがた」と「オアシス21　福祉にいがた」合併号　広告募集

＊消費税別　＊版下代は広告主負担　＊カラーのカッコ内は裏表紙料金
問い合わせ　新潟県社会福祉協議会  企画広報課  ☎025（281）5613

（
↙
３
ペ
ー
ジ
か
ら
続
く
）

　

そ
の
後
、
裕
子
さ
ん
と
仲
間

が
中
心
と
な
っ
て
、
数
式
デ
ザ

イ
ン
の
ア
パ
レ
ル
商
品
展
示
販

売
会
を
長
岡
市
内
で
開
い
た
。

続
い
て
、
小
千
谷
市
や
新
潟
市

で
も
開
催
し
た
。

　

今
年
10
月
５
日
も
販
売
会
を

開
く
。
長
岡
市
の
千
秋
が
原
ふ

る
さ
と
の
森
の
ア
ト
リ
ウ
ム
で

の
イ
ベ
ン
ト
会
場
の
マ
ル
シ
ェ

で
シ
ャ
ツ
や
小
物
を
展
示
販
売

し
、
日
向
さ
ん
も
売
り
場
に
立

つ
。
時
間
は
午
前
10
時
30
分
〜

午
後
３
時
。

　
「
こ
う
し
た
販
売
会
を
通
じ

て
、
日
向
は
確
実
に
成
長
し
て

い
る
」
と
裕
子
さ
ん
。

　

口
数
の
少
な
い
日
向
さ
ん
だ

が
、販
売
会
を
重
ね
る
う
ち「
い

か
が
で
す
か
？
」「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
客
に
話
し

か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
客
の
方
か
ら「
頑
張
っ
て
ね
」

「
気
に
入
っ
た
わ
」
と
日
向
さ

ん
へ
励
ま
し
の
言
葉
を
掛
け
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

裕
子
さ
ん
は
「
数
式
を
通
じ

て
、
日
向
が
社
会
や
人
と
つ
な

が
り
、
自
信
を
持
て
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
目
を
細
め
る
。

◆　
　
　

◆

　

小
川
さ
ん
の
全
面
協
力
を
得

て
、
商
品
は
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で

も
販
売
さ
れ
て
い
る
。

　

初
め
て
数
式
の
プ
リ
ン
ト
を

見
て
「
美
し
い
」
と
つ
ぶ
や
い

た
裕
子
さ
ん
。
同
時
に
、
こ
う

も
感
じ
た
。

　
「
数
式
は
日
向
の
未
来
に
つ

な
が
っ
て
い
る
」

　

日
向
さ
ん
は
鉛
筆
を
動
か
し

続
け
る
。
ひ
た
す
ら
、
無
言
の

ま
ま
―
。

自
室
の
机
に
向
か
い
、
数
式
を
書
く
日
向
さ
ん

販
売
会
で
の
日
向
さ
ん

Artist Hyuga名乗る

１日10時間、数学楽しむ

母は思う

Artist  Hyugaの
オンライン
ショップは
こちらから

日向さん関連の
SNS投稿を
まとめた

「Lit.Link」は
こちらから
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ボランティア行事用保険（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険）

送迎サービス補償（傷害保険） 福祉サービス総合補償
（傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

ふくしの保険 検索

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

https://www.fukushihoken.co.jp令和６年度

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は、「ボランティア活動保険パンフレット」にてご確認ください。●

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

〈SJ23-11315より抜粋〉

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり） 団体割引20％適用済／過去の損害率による割増適用

＜重 要＞

ケガの
補償

賠償責任
の補償

年間保険料

死亡保険金

プラン

保険金の種類
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円

1,040万円（限度額）

6,500円

350円 500円

65,000円

32,500円

4,000円
補償開始日から補償（＊）

5億円（限度額）

後遺障害保険金

入院保険金日額

通院保険金日額

特定感染症

地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術保険金

＊特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始日から補償対象となります。
　なお、令和5年5月8日以降、新型コロナウイルス感染症は補償対象外となりました。

新型コロナウイルス感染症の感染症法上の分類が5類感染症に変更されたことに伴い、「特定感染症重点プラン」を廃止して2つのプランとします。

商品パンフレットは
コチラから

（　　　　　）ふくしの保険
ホームページ
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投
資
信
託
「
に
い
が
た
未
来
応
援

日
本
株
フ
ァ
ン
ド
」（
愛
称
・
に
い

が
た
の
架
け
橋
）
を
設
定
・
運
用
す

る
明
治
安
田
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
（
Ａ
Ｍ
、
東
京
）
と
、
販
売
す
る
第

四
北
越
証
券
（
長
岡
）
が
９
月
５
日
、

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
新
潟
県

母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
、
新
潟
県
看

護
協
会
の
福
祉
３
団
体
と
県
に
、
信

託
報
酬
の
一
部
、
計
約
３
９
７
３
万

円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
寄
付
金
は
教

育
格
差
の
解
消
や
低
所
得
者
層
へ
の

生
活
支
援
、
住
民
の
健
康
と
福
祉
の

増
進
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
両
社
は
県
に
「
に
い
が

た
未
来
応
援
グ
ロ
ー
バ
ル
株
式
フ
ァ

ン
ド
」（
愛
称
・
グ
ロ
ー
カ
ル
に
い

が
た
）
の
信
託
報
酬
か
ら
１
１
５
４

万
円
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

今
年
の
寄
付
総
額
は
約
５
１
２
７

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

福
祉
３
団
体
へ
の
贈
呈
式
は
、
新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
（
新
潟
市
中
央

区
）
で
行
わ
れ
、
第
四
北
越
証
券
の

今
村
博
社
長
と
、
明
治
安
田
Ａ
Ｍ
の

中
谷
友
行
社
長
が
「
寄
付
は
４
７
０

０
人
を
超
え
る
顧
客
の
お
か
げ
な
の

で
、
大
切
に
お
使
い
く
だ
さ
い
」
な

ど
と
あ
い
さ
つ
。

県
社
会
福
祉
協
議
会
の
竹
内
希
六

会
長
は
「
寄
付
に
よ
り
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
が
可
能
性
や
夢
を
広
げ
ら

れ
る
」
な
ど
と
感
謝
。
県
母
子
寡
婦

福
祉
連
合
会
と
県
看
護
協
会
の
代
表

も
謝
意
を
述
べ
ま
し
た
。

フ
ァ
ン
ド
収
益
5127
万
寄
付

第
四
北
越
証
券
と
明
治
安
田
Ａ
Ｍ

県
社
協
な
ど
３
団
体
と
県
へ

第四北越証券と明治安田ＡＭからの寄付金贈呈式

第74回新潟県民福祉大会　10月29日に新発田市で開催

　母子及び父子並びに寡婦福祉法施行60周年を記念して「第
74回新潟県民福祉大会」（主催：県、県社会福祉協議会、県共
同募金会、新発田市、新発田市社会福祉協議会）を開催します。
　社会福祉功労者を表彰する式典と、神奈川歯科大学副学長
の槻木恵一（つきのき・けいいち）氏を講師にお迎えし、記
念講演を行います。

■期日：令和６年10月29日（火）
■場所：新発田市民文化会館
■内容
　　▶ 式典

社会福祉功労者に対し県知事表彰、県社会福祉協議会長表
彰、県共同募金会長表彰を行います。

　　▶ 記念講演
神奈川歯科大学副学長の槻木恵一氏を講師にお迎えし、ご講
演をいただきます。

■問い合わせ
　新潟県社会福祉協議会　総務管理課
▶電話：025-281-5520

県社協HP
こちらから

新潟県社協

昨年の「県民福祉大会」
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県
内
の
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会

の
広
報
担
当
な
ど
を
対
象
に
し
た
令

和
６
年
度
「
市
町
村
社
協

広
報
研

修
会
」（
新
潟
県
社
協
主
催
）
が
９

月
４
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開
か

れ
、
県
内
16
社
協
か
ら
約
30
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
業
務

と
す
る
「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｎ
ｔ
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
代
表
兼
チ
ー
フ
デ
ザ
イ

ナ
ー
の
窄さ
こ
ぐ
ち口
真
吾
さ
ん
が
一
昨
年
、

昨
年
と
同
じ
く
、
兵
庫
県
三
田
市
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
務
め
ま
し
た
。
窄

口
さ
ん
は
社
協
勤
務
経
験
が
あ
り

「
福
祉
を
支
え
る
方
々
を
支
え
た
い
」

が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。

テ
ー
マ
は
「
社
協
に
求
め
ら
れ
る

広
報
と
は
〜
災
害
対
応
も
視
野
に
」。

こ
の
中
で
「
レ
イ
ア
ウ
ト
講
座
」「
災

害
対
応
を
見
す
え
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
Ｈ
Ｐ

の
活
用
」
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

「
災
害
対
応
を
見
す
え
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・

Ｈ
Ｐ
」
で
、
窄
口
講
師
は
「
災
害
時

対
応
の
た
め
に
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
の
両
方
を
平
時
か

ら
使
っ
て
情
報
発
信
し
て
お
く
べ
き

だ
」
な
ど
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
「
社
協
の
存
在
」
に
つ
い
て

「
社
協
の
存
在
が
災
害
時
だ
け
知
ら

れ
る
の
で
な
く
、
社
協
で
あ
る
こ
と

を
常
に
伝
え
る
べ
き
だ
」
と
呼
び
掛

け
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
社

協
は
こ
れ
ほ
ど
地
域
の
こ
と
を
思
っ

て
、
地
道
に
活
動
し
て
い
る
の
に
、

そ
れ
が
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
か

ら
」
と
語
り
ま
し
た
。

災
害
時
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用

窄
口
講
師

平
時
か
ら
複
数
発
信
を

県
社
協
主
催
の「
広
報
研
修
会
」

県社協主催の広報研修で、今年も兵庫県三田市からオン
ラインで広報と社協への思いを講義した窄口真吾講師＝
９月４日

10
月
１
日
〜
11
月
30
日
の
２
カ
月

間
は
全
国
一
斉
に
「
麻
薬
・
覚
醒

剤
・
大
麻
乱
用
防
止
運
動
」
の
期
間

で
す
。
新
潟
県
を
は
じ
め
と
す
る
各

都
道
府
県
と
厚
生
労
働
省
は
今
年
も

薬
物
乱
用
の
根
絶
へ
向
け
、
薬
物
乱

用
の
害
悪
を
訴
え
、
県
民
の
意
識
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

期
間
中
、
新
潟
県
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
広
報
す
る
ほ
か
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
な
ど
を
通

じ
て
運
動
展
開
に
努
め
ま
す
。

乱
用
が
問
題
の
主
な
薬
物
は
麻

薬
、
覚
醒
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
、

危
険
ド
ラ
ッ
グ
で
す
。
特
に
大
麻
は

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
ド
ラ
ッ
グ
と
呼
ば

れ
、
他
の
薬
物
使
用
の
き
っ
か
け
に

な
る
恐
れ
が
強
い
と
さ
れ
ま
す
。
薬

物
乱
用
は
大
切
な
脳
に
悪
影
響
を
も

た
ら
し
、
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
脳
は

決
し
て
元
に
戻
り
ま
せ
ん
。

大
麻
で
の
全
国
の
検
挙
者
数
は
７

年
連
続
で
増
え
、
過
去
最
多
を
更
新

し
て
い
ま
す
。
中
で
も
30
歳
以
下
の

検
挙
者
数
は
全
体
の
６
割
を
占
め
て

お
り
、
若
者
へ
の
大
麻
の
浸
透
が
深

刻
と
な
っ
て
い
ま
す
。

薬
物
の
乱
用
は
、
乱
用
者
本
人
の

健
康
問
題
だ
け
で
な
く
、
犯
罪
に

つ
な
が
り
か
ね
ず
、
本
人
は
も
と

よ
り
、
家
族
や
社
会
に
及
ぼ
す
影

響
が
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
悲
劇
や
不
幸
を
防
ご

う
と
、
県
は
運
動
を
通
し
、
薬
物

乱
用
の
危
険
性
や
害
悪
を
広
く
県

民
に
知
ら
せ
て
い
く
方
針
で
す
。

麻薬 覚醒剤大 麻

乱用防止へ運動
10～11月  県が展開
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　社会福祉法第119条に基づき新潟県における令和６年度共同募金計画について、次のとおり公告します。
　 令和６年10月　社会福祉法人　新潟県共同募金会　会長　佐藤　明　
１　募金募集の期間
●一般募金　令和６年10月１日から令和６年12月31日まで　●地域歳末たすけあい募金　令和６年12月１日から令和６年12月31日まで

　　●NHK歳末たすけあい募金　令和６年12月１日から令和６年12月25日まで　●テーマ型募金　令和７年１月１日から令和７年３月31日まで
２　募金の目標額　469,907千円
　　一般募金　365,638千円　地域歳末たすけあい募金　72,769千円　NHK歳末たすけあい募金　8,500千円　テーマ型募金　23,000千円
３　配分の範囲       
　　新潟県内において、社会福祉事業、更生保護事業その他の社会福祉を目的とする事業を実施する者(国、及び地方公共団体を除く）とする。
４　配分の計画及び変更
　　配分要望のあった次に掲げる事業に対し、募金実績の範囲内において配分を行う。

（１）一般募金の配分
①広域配分計画 
●県広域社会福祉団体 （単位：千円）

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
新潟県社会福祉協議会 5,364 県民福祉大会等
新潟県母子寡婦福祉連合会 300 県母子寡婦福祉大会
新潟県保育連盟 300 保育所問題研究委員会
新潟県身体障害者団体連合会 640 県身体障害者福祉大会等
新潟県老人クラブ連合会 369 市町村老連女性セミナー
新潟県肢体不自由児協会 230 ふれ愛作品展
新潟県保護司会連合会 300 研修事業等
新潟県民生委員児童委員協議会 503 研修事業等
新潟県災害ボランティア調整会議 300 研修事業等
新潟県精神障害者家族会連合会 270 福祉フォーラムの開催
新潟いのちの電話 468 電話相談員養成事業
新潟県里親会 300 県里親大会等
新潟県聴覚障害者協会 200 北信越ろうあ者体育大会

●県広域社会福祉施設
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

メイプルかめだ 1,184 車両の購入
デイホームやちほ 1,500 車両の購入
きずな工房 1,500 車両の購入
あさひナーシングセンター 1,443 車両の購入
モス・コーラデイホーム 1,500 車両の購入
ワークセンター花笑み 1,500 車両の購入
坂戸楽生園 1,500 車両の購入
白鳥荘 1,500 車両の購入
愛らんど畑野 1,357 車両の購入
サウスクラブ 1,500 車両の購入
希望の園 2,000 厨房カウンターリニューアル工事
しんざこども園 1,179 遊技室インプラス工事
みどり保育園 2,000 施設床の修繕工事
たんぽぽ 2,000 リハビリ農園倉庫の設置
深沢保育園 1,350 屋外遊具設置工事
みやざわ苑 800 排泄サポートリフトの購入
桑の里 1,230 厨房用冷蔵庫・冷凍庫購入
ピュアハウス 2,000 エアコンの入替
百華保育園 967 給食用昇降機の入替工事
加茂新田保育園 441 業務用冷凍冷蔵庫の購入
さわやか 2,000 倉庫改築工事
やすらぎ 2,000 給湯設備改修工事
そよかぜ 1,624 厨房設備入替工事
百花園 1,177 ベッドマットの購入
やすらぎの里 2,000 電動ベッド購入

●社会福祉協議会地域活動用車両
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

上越市社会福祉協議会 1,500 車両の購入

●地域活動支援センター
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

地域活動支援センターピュアはーと他12団体 2,830 研修・交流事業等

●児童養護施設等就労支援   
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

児童養護施設等に在籍する生徒等 4,000 運転免許取得費
●地域活動支援助成

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
美穂の里 299 里親子支え合い事業
南区たすけあい・ぱる 98 居場所カフェ備品整備事業
ふぁみりり 473 子育て家庭への訪問支援
●障害者支援施設車両

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
障害者支援施設 3,000 車両の購入
●テーマ型募金支援

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 3,000 活動費
●その他

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
災害等準備金積立金 13,500 災害時の活動積立金
災害見舞金 1,000 火災・水害の見舞金等
共同募金運動推進費 66,310 運動推進のための経費
●赤い羽根ポスト・コロナ社会に向けた福祉活動応援助成

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 3,000 活動費等

②地域配分計画
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

地域福祉団体、社会福祉協議会など 48,747 高齢者への支援
10,539 障害児（者）への支援
23,770 児童・青少年への支援
5,290 課題を抱える人への支援

131,486 その他

（２）地域歳末たすけあい
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

地域福祉団体、社会福祉協議会など 30,700 高齢者への支援
1,654 障害児（者）への支援
2,148 児童・青少年への支援
1,200 課題を抱える人への支援
37,067 その他

（３）NHK歳末たすけあい
配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容

福祉団体・難病患者支援団体など 8,500 車両整備等

（４）テーマ型募金
①あったか雪募金

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
除雪ボランティア団体等 3,000 除雪資材の購入等
②新テーマ型募金

配　　　分　　　先 配分予定額 使　途　内　容
福祉団体等 20,000 活動費等

※ 詳細な事業内容については赤い羽根データベース
はねっと（https://hanett.akaihane.or.jp/）をご覧
ください。

令和６年度共同募金公告令和６年度共同募金公告

情 報赤い羽根赤い羽根
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10
月
１
日
、
今
年
も
「
赤
い
羽
根

共
同
募
金
」
が
全
国
一
斉
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
第
78
回
と
な
る
共
同

募
金
の
県
内
目
標
額
は
４
億
６
９
９

０
万
７
千
円
で
、
募
金
は
来
年
３
月

31
日
ま
で
で
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
お
住

ま
い
の
町
の
さ
ま
ざ
ま
な
福
祉
活

動
、
防
災
・
滅
災
の
た
め
に
活
用
さ

れ
ま
す
。
今
年
も
温
か
い
善
意
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
共
同
募
金
会
が
制
作
し
た
ポ

ス
タ
ー
＝
写
真
＝
に
は
「
支
え
る
人

を
支
え
る
募
金
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
自
分
の
町
で
困
っ
て
い

る
人
た
ち
が
必
要
と
す
る
の
は
人
の

チ
カ
ラ
、
支
え
る
人
の
存
在
」
で
あ

る
と
し
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
が

困
っ
て
い
る
人
を
支
え
る
活
動
資
金

に
使
わ
れ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
、
募

金
の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
ま
す
。

共
同
募
金
運
動
は
「
つ
な
が
り
を

た
や
さ
な
い
社
会
づ
く
り
〜
あ
な
た

は
一
人
じ
ゃ
な
い
〜
」
を
全
国
共
通

助
成
テ
ー
マ
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

「
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

第
13
弾
（
実
施
期
間
５
月
６
日
〜
６

月
30
日
）
で
集
ま
っ
た
募
金
約
１
１

６
万
円
を
新
潟
県
共
同
募
金
会
へ
贈

る
贈
呈
式
が
８
月
23
日
、
新
潟
市
中

央
区
の
株
式
会
社
ウ
オ
ロ
ク
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
本
社
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
ス
ー
パ
ー

の
ウ
オ
ロ
ク
各
店
舗
で
対
象
商
品
の

サ
ン
ト
リ
ー
飲
料
を
購
入
す
る
と
１

本
に
つ
き
１
円
が
共
同
募
金
に
寄
付

さ
れ
る
仕
組
み
で
す
。

贈
呈
式
で
は
ウ
オ
ロ
ク
Ｈ
Ｄ
の
本

多
伸
一
社
長
が
新
潟
県
共
同
募
金
会

の
佐
藤
明
会
長
へ
寄
付
金
１
１
６
万

２
９
７
０
円
の
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。
本
多
社
長
は
「
今
年
は
能
登
半

島
地
震
や
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
食
堂
も

大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
社
会
で
困
難
に
向
き

合
っ
て
い
る
方
々
の
た
め
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

佐
藤
会
長
は
「
こ
れ
ま
で
の
寄
付

総
額
は
１
０
９
２
万
８
５
１
０
円
と

な
り
、
貴
重
な
浄
財
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
地
域
福
祉
の
ほ
か
、

感
染
症
や
物
価
高
騰
に
よ
り
、
困
窮

し
た
り
孤
立
し
た
り
し
て
い
る
人
を

支
援
す
る
活
動
に
も
役
立
て
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

写
真
＝
募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

集
ま
っ
た
募
金
贈
呈
式
で
あ
い
さ
つ
す

る
本
多
伸
一
ウ
オ
ロ
ク
Ｈ
Ｄ
社
長
（
左

か
ら
２
人
目
）

「
支
え
る
人
を
支
え
る
」
た
め
に

赤
い
羽
根
共
同
募
金
ス
タ
ー
ト

ウ
オ
ロ
ク
Ｈ
Ｄ
が
県
共
募
へ

募
金
百
貨
店
Ｐ

１
１
６
万
寄
付

情 報赤い羽根赤い羽根
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身
寄
り
な
し
問
題
や
地
域
共

生
社
会
づ
く
り
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
、
福
祉
の
ヒ
ー
ロ
ー
「
支
え

愛
戦
士

ア
ワ
セ
ロ
ン
」
が
新

潟
市
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
登
場
し

活
躍
中
で
す
。８
月
末
の
週
末
、

新
潟
市
中
央
区
の
万
代
シ
テ
イ

で
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
に
も
出

演
。
ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
通
し
て
、
身
寄
り
な

し
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。

ア
ワ
セ
ロ
ン
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
身
寄
り
な
し
問
題
研
究
会
」

（
新
潟
市
中
央
区
）
の
須
貝
秀

昭
代
表
が
、
福
祉
の
課
題
に
つ

い
て
訴
え
る
に
も
「
ま
ず
は
注

目
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
」

と
考
案
し
ま
し
た
。名
称
の「
ア

ワ
セ
ロ
ン
」
は
人
と
人
が
「
力

を
合
わ
せ
る
」
こ
と
や
「
幸
せ
」

か
ら
ひ
ね
り
出
し
ま
し
た
。
着

用
ス
ー
ツ
は
専
門
の
会
社
に
発

注
し
た
そ
う
で
す
。

先
日
の
イ
ベ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ

で
は
「
支
え
愛
戦
士

ア
ワ
セ

ロ
ン
」
に
つ
い
て
、
進
行
役
が

「
孤
独
や
孤
立
の
身
寄
り
な
し

問
題
を
解
決
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
で

す
」
と
紹
介
。
初
め
に
、
さ
さ

え
あ
い
を
否
定
す
る
「
孤
独
戦

士

シ
ン
グ
ル
ラ
イ
ダ
ー
」
が

登
場
し
「
孤
独
は
悪
か
？

全

て
自
己
責
任
だ
」
と
主
張
。

寸
劇
の
形
で
、
ア
ワ
セ
ロ
ン

が
「
１
人
は
み
ん
な
の
問
題
。

世
代
を
越
え
て
つ
な
が
る
社

会
、
地
域
共
生
社
会
を
目
指
そ

う
」
と
シ
ン
グ
ル
ラ
イ
ダ
ー
を

説
き
伏
せ
、
さ
さ
え
あ
い
の
大

切
さ
を
ア
ピ
ー
ル
。
観
客
の
拍

手
を
集
め
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
の
後
、
ア
ワ
セ
ロ

ン
ら
は
子
ど
も
ら
と
の
写
真
撮

影
に
も
応
じ
て
い
ま
し
た
。

ア
ワ
セ
ロ
ン
に
ふ
ん
し
て
い

た
、
身
寄
り
な
し
問
題
研
の
須

貝
秀
昭
代
表
は
真
夏
の
日
中

だ
っ
た
だ
け
に
、
ス
ー
ツ
を
脱

ぐ
と
滝
の
よ
う
な
汗
。
そ
れ
で

も
「
観
客
の
反
応
が
よ
く
、
身

寄
り
な
し
問
題
や
地
域
共
生
社

会
を
考
え
る
大
切
さ
を
伝
え
ら

れ
た
」
と
笑
顔
で
し
た
。

認知症のこと、ひとりで悩んでいませんか？　～お気軽にご相談ください～

【所 在 地】〒950-8575　新潟市中央区上所2-2-2　新潟ユニゾンプラザ３階（来所相談も可）
【相談時間】月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）９:00 ～ 17:00

相談電話

025－281－27
な

8
や

3
みにんちしょう新潟県認知症新潟県認知症

コールセンターコールセンター

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
身
寄
り
な
し
問
題
研
」所
属

ステージで寸劇を披露するアワセロン㊨とシングルライダー

子どもらとの写真撮影に応じるアワセロン

各種イベントに登場
地域共生社会訴える

新
潟
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新
潟
県
地
域
定
着
支
援
セ
ン

タ
ー
。
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い

名
称
だ
が
「
一
言
で
言
え
ば
、

司
法
と
福
祉
の
架
け
橋
に
な
ろ

う
と
活
動
し
て

い
ま
す
」。

刑
務
所
な
ど

の
矯
正
施
設
入
所
中
の
受
刑
者

や
、
刑
事
司
法
手
続
き
段
階
の

被
疑
者
の
中
に
は
、
福
祉
の
支

援
が
必
要
な
高
齢
者
や
障
害
者

が
少
な
く
な
い
。
そ
の
人
に
合

わ
せ
た
、
適
切
な
支
援
が
十
分

で
な
い
と
、
出
所
後
に
地
域
で

暮
ら
す
こ
と
が
困
難
に
な
り
が

ち
と
い
う
。

「
出
所
の
前
に
、
矯
正
施
設

と
保
護
観
察
所
が
、
定
着
支
援

セ
ン
タ
ー
の
支
援
が
必
要
と
判

断
し
、
さ
ら
に
本
人
が
希
望
し

た
場
合
、
私
た
ち
が
そ
の
人
に

面
会
し
て
ど
ん
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
か
を
聞
き
、
支
援
を

進
め
て
い
き
ま
す
」

地
域
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
が

全
国
で
発
足
し
た
の
は
、
身
寄

り
が
な
く
服
役
を
繰
り
返
し
た

累
犯
障
害
者
が
引
き
起
こ
し
た
、

２
０
０
６
年
の
事
件
が
き
っ
か

け
。
明
ら
か
に
な
っ
た
司
法
と

福
祉
の
連
携
不
足
を
補
お
う

と
、
厚
生
労
働
省
が
09
年
か
ら

整
備
を
開
始
。
新
潟
で
は
県
が

公
益
社
団
法
人
「
新
潟
県
社
会

福
祉
士
会
」
に
委
託
。
会
内
に

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
。

現
在
、
５
人
い
る
相
談
員
の

中
で
、
セ
ン
タ
ー
長
に
次
ぐ
副

セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
、
県
内
外

を
走
り
回
り
、
支
援
活
動
を
け

ん
引
し
て
い
る
。

県
内
の
矯
正
施
設
は
新
潟
刑

務
所
（
新
潟
市
江
南
区
）
と
新

潟
少
年
学
院
（
長
岡
市
）。
例

え
ば
新
潟
刑
務
所
の
受
刑
者
が

セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
望
み
、
さ

ら
に
出
所
後
は
他
県
へ
帰
住
し

た
い
と
な
れ
ば
「
そ
の
県
の
セ

ン
タ
ー
に
連
絡
し
、
支
援
準
備

を
進
め
て
も
ら
い
ま
す
。
逆
に

他
県
の
矯
正
施
設
に
入
所
中
で

出
所
後
に
新
潟
県
内
の
帰
住
を

望
め
ば
、
私
た
ち
が
面
会
に
出

向
い
て
支
援
準
備
を
し
ま
す
。

私
の
場
合
、
北
海
道
や
鹿
児
島

へ
も
出
向
き
ま
し
た
」。

具
体
的
に
ど
ん
な
支
援
を
行

う
の
か
―
。

ま
ず
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
業

務
」
と
し
て
、
対
象
者
に
面
接

し
て
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
必
要
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
確
認
、
居
住

地
・
施
設
の
選
定
な
ど
。
次
に

「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
業
務
」
と
し

て
、
対
象
者
が
地
域
で
よ
り
良

い
生
活
を
送
れ

る
よ
う
必
要
な

手
続
き
の
同
行

支
援
、
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
。
さ
ら

に
「
啓
発
業
務
」
な
ど
も
あ
る
。

福
祉
的
支
援
が
必
要
な
人
が

セ
ン
タ
ー
の
支
援
を
受
け
た
場

合
の
再
犯
率
は
高
齢
者
で
約
６

割
、
障
害
者
で
約
４
割
減
っ
た

と
い
う
調
査
も
あ
る
。

「
再
犯
防
止
は
保
護
観
察
所

の
所
管
事
項
で
、
私
た
ち
は
福

祉
目
的
で
す
。
再
犯
防
止
を
掲

げ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

と
力
を
込
め
る
。
し
か
し
、
結

果
的
に
再
犯
防
止
に
奏
功
し
て

い
る
の
は
論
を
ま
た
な
い
。

大
学
卒
業
後
、
イ
ギ
リ
ス
の

障
害
児
の
施
設
で
１
年
間
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
。
福

祉
へ
の
関
心
を
膨
ら
ま
せ
た
。

「
中
で
も
司
法
の
福
祉
分
野
に

興
味
が
あ
っ
た
」
そ
う
で
、
７

年
前
に
入
職
し
た
。

「
出
所
し
て
も
地
域
で
安
心

安
全
に
暮
ら
す
に
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
ば
か
り
で
な
く
、
地
域
が

受
け
入
れ
て
く
れ
る
姿
勢
も
大

切
で
す
。
矯
正
施
設
か
ら
出
所

し
た
と
は
い
え
、
普
通
の
高
齢

者
や
障
害
者
と
思
い
、
自
然
に

接
し
て
ほ
し
い
」

こ
れ
ま
で
も
「
受
刑
者
や
出

所
者
に
会
っ
て
怖
く
な
い
か
」

と
良
く
聞
か
れ
る
と
い
う
。

「
会
っ
て
み
れ
ば
、
普
通
の

高
齢
者
で
あ
り
、
普
通
の
障
害

者
で
す
。
特
別
な
こ
と
は
な
に

も
あ
り
ま
せ
ん
」

こ
う
し
た
出
所
者
を
地
域
に

受
け
入
れ
る
こ
と
の
大
切
さ
を

訴
え
、
県
内
各
地
で
講
演
す
る

な
ど
、
啓
発
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
る
。

出
所
者
の
地
域
復
帰
支
援

啓発のため各地で講演活動

福 祉 の 現 場
No.65

― 福祉の現場で働く人たちに 
思いを聞きました―

平ひ
ら
ぐ
り栗  
華か

よ代
さ
ん

―
新
潟
県
委
託
事
業
―

新
潟
県
地
域
生
活
定
着
支
援

セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長

受託：新潟県社会福祉士会
新潟市中央区上所２－２－２
新潟ユニゾンプラザ３階
☎ 025（281）6010

事
務
所
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日
曜
日
の
昼
に
お
い
し

い
ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
よ
う

と
、
新
潟
市
の
古
町
へ
出

掛
け
た
。人
気
店
だ
け
あ
っ

て
長
く
待
た
さ
れ
た
が
、

そ
の
味
に
満
足
し
、
帰

宅
の
た
め
地
下
駐
車
場
へ

戻
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
駐

車
券
が
な
い
。
ど
こ
を
探

し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
。

諦
め
て
管
理
室
へ
向

か
っ
た
。
開
業
時
間
か
ら

の
料
金
支
払
い
を
覚
悟
し

「
駐
車
券
を
無
く
し
ま
し

た
」と
伝
え
た
。
す
る
と
、

職
員
が「
何
時
に
入
り
ま
し

た
か
？
」。
午
前
10
時
半
頃

と
答
え
る
と「
駐
車
券
が
落

ち
て
い
た
と
届
け
出
が
あ

り
、
そ
の
入
場
時
刻
で
す
。

き
っ
と
こ
れ
で
す
」と
手
渡

し
て
く
れ
た
。

う
れ
し
か
っ
た
。
そ
の

日
の
心
は
、
お
目
当
て
の

ラ
ー
メ
ン
を
食
べ
て
ア
ッ

プ
。
駐
車
券
が
見
つ
か
ら

ず
大
幅
ダ
ウ
ン
。
拾
っ
た

人
が
届
け
て
く
れ
た
と
分

か
り
、
再
び
大
幅
ア
ッ
プ
。

乱
高
下
だ
っ
た
。

駐
車
券
を
届
け
て
く
れ

た
人
に
心
の
中
で
感
謝
し

た
。
自
分
も
誰
か
が
喜
ぶ

こ
と
を
し
よ
う
。
今
回
の

恩
人
へ
の
お
返
し
に
つ
な

が
る
と
信
じ
て
。

（
佐
）

編
集
後
記

パレット新潟店営業日

…は休業日11：30～16：30営業
時間

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31

10月2024年

新
潟
市
西
区
社
会
福
祉
協
議

会
が
10
月
31
日
必
着
で
全
国
公

募
し
て
い
る
「
地
域
福
祉
マ
ン

ガ
大
賞
」
に
は
、
県
内
外
か
ら

応
募
作
品
が
集
ま
り
始
め
て
い

ま
す
。
作
品
の
エ
ン
ト
リ
ー
先

と
な
る
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
自

分
ら
し
さ
」「
食
」
の
３
部
門

す
べ
て
に
応
募
が
あ
っ
た
そ
う

で
す
。
締
め
切
り
ま
で
の
応
募

状
況
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

マ
ン
ガ
大
賞
に
は
大
賞
１
作

品
に
副
賞
10
万
円
、
部
門
賞
の

計
３
作
品
に
副
賞
３
万
円
が
贈

ら
れ
ま
す
。

今
回
の
地
域
福
祉
マ
ン
ガ
大

賞
の
チ
ラ
シ
は
、
西
区
社
協
で

マ
ン
ガ
大
賞
を
担
当
す
る
職
員

が
描
い
て
お
り
「
プ
ロ
並
み
の

出
来
栄
え
」
と
話
題
で
す
。

チ
ラ
シ
を
描
い
た
の
は
広
報

な
ど
を
担
当
す
る
中
澤
理
絵
副

主
査
で
す
。
今
年
４
月
に
市
社

協
本
部
か
ら
西
区
社
協
に
異

動
、
マ
ン
ガ
大
賞
の
担
当
と
な

り
ま
し
た
。
イ
ラ
ス
ト
を
描
け

る
職
員
を
探
し
た
も
の
の
、
見

つ
か
ら
ず
。「
少
し
な
ら
私
が

イ
ラ
ス
ト
を
描
け
ま
す
」
と
、

約
４
時
間
を
掛
け
パ
ソ
コ
ン
で

描
い
た
そ
う
で
す
。

チ
ラ
シ
の
女
性
が
手
に
載
せ

て
い
る
の
は
新
潟
市
社
協
の
マ

ス
コ
ッ
ト
「
き
ら
り
ん
」
で
す
。

さ
ら
に
、
西
区
社
協
の

ジ
ャ
ー
ジ
と
、
市
が
定
め
た
西

区
カ
ラ
ー
の
オ
レ
ン
ジ
色
の

ネ
ー
ム
ホ
ル
ダ
ー
を
着
け
て
い

ま
す
。「
社
協
ら
し
さ
が
出
る

よ
う
、
こ
だ
わ
り
ま
し
た
」

中
澤
さ
ん
は
子
ど
も
の
頃
か

ら
少
女
マ
ン
ガ
が
好
き
で
、
作

品
を
真
似
て
描
く
よ
う
に
な
っ

た
そ
う
で
す
。

「
地
域
福
祉
マ
ン
ガ
大
賞
」募
集
中

3
部
門
、
既
に
応
募
作

チ
ラ
シ
の
絵
、
担
当
職
員
が
描
く

10
月
31
日

必

着
「地域福祉
マンガ大賞」
特設サイト

中澤理絵副主査

新潟西区社協


